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30．133Xeによる局所心筋血流量の評価

　　一薬剤負荷時への応用一
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　［目的］133Xe冠動脈注入により得られる局所クリアラ

ンスカーブより局所心筋血流量を測定し，薬剤負荷時の

反応を検討した．

　［方法］RI管理区域内設置心臓血管カテーテル検査室

内で，133Xe水溶液約10mCiを直接冠動脈内に注入し，

GE社製モービルガンマカメラSTARCAM・300Aにて

撮像，これをオンラインで接続したTOSHIBA　GMS－

550Uにてデータ処理を行った．局所心筋血流量（r－

MBF）はCannonらの方法に従い，　Ketyの式F－rcR／ρ

（F：局所心筋血流量，κ：時定数，λ：分配係数，ρ：心

筋比重）より算出した．

　［対象］虚血性心疾患4例，肥大型心筋症2例，冠動

脈異常交通症1例，胸痛症候群5例の計12例であろ．

　【結果］（1）安静時のr－MBFは45－100　m∫／1009・min

と幅広く分布し，心筋酸素需要の指標とされるPressure

Rate　Productと有意の相関関係を示した（r＝0．747）．

（2）ジピリダモール（Dip）負荷により非狭窄部位のr－

MBFは2－2．5倍に増加したが，高度狭窄部位では増加

の程度が少なく冠血流予備能の低下を示した．（3）右冠

動脈と左冠動脈回旋枝に異常交通の存在する冠動脈異常

交通症の1例ではコントロール時r－MBFの分布は均一

であったが，イソプロテレノール負荷により前下行枝領

域は30％増加し，回旋枝領域では不変であり，心筋酸

素需要増加時の心筋血流分布異常を機能的に把握可能で

あった．

　本法はr－MBFの実測が可能であり，各種心疾患の局

所心筋血流異常を機能的に把渥しうる有用な方法と考え

られろ．
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　PETによる18FDGを用いた心筋糖代謝の研究は，特

に18FDGが虚血心筋に強く集積することより注目され

ているが，その詳細な機序には不明の点も多い．今回わ

れわれは，これらの点を明らかにする目的で，18FDG

dynamic　PETを施行し，3　compartment　modelを用い

て心筋糖代謝の解析を試みた．方法は18FDG　5～10

mciを急速静注し，直後より2～4分scanを連続して

約60分間施行，同時に経時的採血を行った．血液量は

C150による血液プールスキャンで補正した．解析には，

①Patlak’s　multi－time　graphical　analysisによるKvalue

（kl＊k3／k　2＋k3），②Huangの方法より求めたrate

constant（k1～k4）を用いた．　Patlak解析より得られた

Kvalueは，正常心筋では空腹時0．0027±0．0007（n＝5），

糖負荷時0．0284土0．0089（n＝5），梗塞心筋では空腹時

0．0078土0．0034（n＝6），糖負荷時0．0104±0．CO36（n＝6）

で，空腹時梗塞心筋は正常心筋に比し有意に高値で，イ・

メージ上の18FDG集積増加とよく一致した．また，そ

れらの領域のrate　constantは，正常心筋に比しk3が

上昇している場合が多く，燐酸化過程の活性化が示唆さ

れた．しかし今回の方法では，rate　constantのバラツ

キが大きく，その原因として，18FDG血中高濃度時の

心筋18FDG濃度の変動が影響していると思われた．こ

れらを解決して正確なrate　constantを得るためには，

PETの不十分な空間分解能や心筋の動きに起因する部

分容積効果の検討，血液量補正方法，あるいは3com－

partment　modelの再検討が必要であると思われた．
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